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セイコーエプソン株式会社 2026年 8月 31日 

 

グリーンファイナンス・フレームワーク  サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト：森安 圭介 

 

格付投資情報センター（R&I）はセイコーエプソンのグリーンファイナンス・フレームワーク（2026 年 8 月策定）が、

以下の原則に適合していることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

■資金使途 

事業区分 対象プロジェクト 

環境適応製品、環境に配慮

した生産技術及びプロセ

ス及び／又は認証を受け

た高環境効率製品 

＜インクジェット関連製品＞ 

下記製品に関する設備投資費用、研究開発費用等 

 インクジェットプリントヘッド、インクジェットプリンター、インクジェット複合機 

 インクジェットデジタル捺染機 

再生可能エネルギー 

＜再生可能エネルギー＞ 

再生可能エネルギー導入費用（使用電力の 100％再生可能エネルギー化維

持の取り組み） 

 太陽光発電（自社発電所建設費用） 

 再生可能エネルギー購入費用（PPA 含む） 

 

 

 

 

グリーンボンド原則（2025、ICMA） 

グリーンローン原則（2025、LMA 等） 

グリーンボンドガイドライン（2026、環境省） 

グリーンローンガイドライン（2026、環境省） 
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1. 資金調達者の概要 

 セイコーエプソンは、長野県諏訪市に本社を置く情報関連機器、精密機器のメーカー。２０２６年度より、成長

領域を再定義するとともに事業セグメントの再編を実施し、「プレシジョンイノベーション」、「インダストリアル&ロ

ボティクス」、「オフィス・ホームプリンティング」、「ビジュアル&ライフスタイル」の４つのセグメントで事業を展開

している。 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：セイコーエプソン ウェブサイト] 

 

2. 調達資金の使途 

調達資金の使途として示された対象プロジェクトは明確な環境改善効果をもたらす。調達資金の使途は適切で

ある。 

(1) 対象プロジェクト 

 調達資金は本オピニオン 1 ページの表に記載の適格クライテリアを満たすプロジェクトに係る新規支出および

／または既存支出のリファイナンスに充当する予定。資金使途が既存支出のリファイナンスである場合は、グ

リーンファイナンスによる資金調達から遡って 36 カ月以内に実施した適格プロジェクトに係る支出（工場建設

等の場合、同期間内に竣工又は稼働開始した適格プロジェクトに係る支出）、または、対象資産の経過年数

やリファイナンス額等を勘案し、長期にわたる環境改善効果の持続性が確認された適格プロジェクトに係る支

出を対象とする。 

 ＜インクジェット関連製品＞においては、レーザープリンターと比較して大幅に消費電力の削減が可能で、消

耗品等の廃棄物も削減できる独自のインクジェット技術を用いた製品（インクジェットプリントヘッド、インクジェッ

トプリンター、インクジェット複合機）に係る設備投資費用、研究開発費用等に充当される。 

 プロジェクト例としては、東北エプソン 6 号棟（2025 年 10 月竣工）、秋田エプソン 10 号棟 (2023 年 12 月

竣工）、広丘事業所イノベーションセンターB 棟（2020 年 3 月竣工）および 9 号館（2018 年 6 月竣工）のリ

ファイナンス費用などが挙げられる。広丘事業所の当該施設は竣工後、相応の年数が経過しているが、セイ

コーエプソンのインクジェット関連製品の開発・生産を担う中核拠点であり、当社のインクジェット関連製品の

普及拡大を通じた環境への貢献に引き続き重要な役割を担っていく。 
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 ＜再生可能エネルギー＞においては、使用電力の100％再生可能エネルギー化を継続するために、自社の

太陽光発電所建設費用、PPA を含む再生可能エネルギー購入費用への充当が想定される。 

 

(2) 環境改善効果 

＜インクジェット関連製品＞ 

 インクジェットプリントヘッド、インクジェットプリンター、インクジェット複合機：オフィスの中で消費される電力の約

10%はプリンターや複合機が占めており、印刷時の消費電力を抑えることでオフィスの電力削減に寄与する。

セイコーエプソン独自のインクジェット技術は印刷プロセスで熱を使わないため、レーザープリンターと比較して

使用時の消費電力を大幅に削減でき、CO2 排出量削減につながると考えられる。 

 また、インクの吐出に熱（サーマル）を使わない Heat-Free Technology は、レーザー方式に比べ交換部品点

数が少ないシンプルな構造を実現している。インク吐出時に熱を使わないためプリントヘッドの劣化が少なく、

通常の使用において定期的な交換が不要であり、廃棄物を少なくすることで環境への負荷が低減できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：セイコーエプソン ウェブサイト] 
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 インクジェットデジタル捺染機：デジタル印刷機では版洗浄工程が不要であり、従来のアナログ印刷に比べて

水使用量を削減でき、また刷版などのプリプレス工程が不要となることで現像液やフィルム等を消費しない。

加えて、安定出力が可能で試し刷りの必要性がなく、印刷する紙やインクの無駄が削減されるなど、環境負

荷が低い印刷プロセスを提供する。 

 水使用量について、例えば、顔料を用いたデジタル捺染では後加工処理が不要であるため、アナロ                                                                               

グ捺染プリントと比較して投入水量を最大で 97%削減 0F

1することが可能である。さらに、節水オプションである

「Water Recycling Unit」の併用により、ベルト洗浄工程の排水について水質汚濁度を自動検知し、リサイクル

水量を最大化することで、投入水量を最大 99.9%削減できる。 

 また、アナログ捺染は型版が必須のため、型版の洗浄に伴う水質汚染や型版の作成のコスト、不要となった

型版の廃棄物の発生を伴う。デジタル捺染機は型版を用いないことから、型版洗浄による水質汚染は発生

せず、省資源性を有する。加えて、捺染工程が短縮されることから省エネルギー性がある。加えて型版作成

コストが発生せず、少量生産が可能となり在庫ロスの削減へつながる。デジタル捺染機はアナログ捺染機の

課題への対応となり得る。 

 ラインインクジェット複合機 WorkForce Enterprise『LM-C6000・LM-C5000・LM-C4000』は、新しい回路ユ

ニットの導入によりスリープおよび動作時の電力消費が低減し、さらなる省エネ性能を実現したことなどが評価

され、一般財団法人省エネルギーセンターが主催する 2023 年度「省エネ大賞」（製品・ビジネスモデル部門）

の資源エネルギー庁長官賞を受賞した。 

＜再生可能エネルギー＞ 

 自社の太陽光発電所建設や、PPA を含む再生可能エネルギーの購入を通じて、再生可能エネルギーの継

続的な利用による CO2 排出量の削減に貢献するものである。 

 

＜SDGs への貢献＞ 

 フレームワークに挙げられた適格プロジェクトは、「7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに」「12. つくる責

任 つかう責任」「13. 気候変動に具体的な対策を」に貢献するものとして位置付けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 セイコーエプソンがフルハシ環境総合研究所に委託調査した「デジタル捺染の直接投入水量報告書（2024 年 11 月）」における、

オートスクリーン方式による染料プリントと、インクジェット方式の Monna Lisa による染料／顔料プリントのプロセスを比較。巾 1.5m かつ

長さ 300m の織物を捺染する場合の直接投入水量を比較したもので、使用環境や測定条件などによりこの数値は変動する。 
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3. プロジェクトの評価及び選定のプロセス 

環境面での目標、規準、プロジェクトの評価・選定のプロセス、環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロ

セスが示されている。プロセスは、環境・社会に配慮したプロジェクトを選定するように定められている。評価・選定

のプロセスは適切である。 

(1) 環境面での目標 

 2021 年 3 月、セイコーエプソンは脱炭素と資源循環という大きな社会課題に対するエプソンの強い意志を示

す「環境ビジョン 2050」を策定し、「カーボンマイナス」と「地下資源 1F

2消費ゼロ」に向け、自社事業における環

境負荷低減を進めている。 

 

 

 

 

 

 

[出所：セイコーエプソン ウェブサイト] 

 長期ビジョン「ENGINEERED FUTURE 2035」のもと、社会環境変化をリスクとしてだけでなく、新たな価値創造

の機会として捉えており、事業活動を通じて社会課題の解決に貢献するとともに、収益性および資本効率の

向上を通じて企業価値向上を実現する。サステナビリティは、社会的責任を果たすための取り組みにとどまる

ものではなく事業戦略そのものであり、持続的な成長を支える経営の中核である。社会から求められる価値を

創出し続けることで、持続可能な社会の実現と企業価値向上の好循環を構築し、長期的な成長を実現して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：セイコーエプソン ウェブサイト] 

 
2 原油、金属などの枯渇性資源 
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 2050 年までにカーボンニュートラルを超えたカーボンマイナス、さらに地下資源の消費ゼロを掲げ取り組みを

進めており、こうした目標に向けて「中期環境活動計画」の中で具体的なシナリオを描いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期環境活動計画の内容（ジャンル別目標・主な施策） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出所：セイコーエプソン フレームワーク] 

 セイコーエプソンは、インクジェット方式の中でも独自のマイクロピエゾ技術を確立し、熱を使わないインク吐出

技術を家庭・オフィス向けをはじめ、セイコーエプソンのあらゆるインクジェットプリンターに共通の技術基盤とし

た。本技術を基盤に、最小限の環境負荷で社会に必要な機能を提供するインクジェットイノベーションを推進

し、産業構造革新や循環型経済を牽引することにより持続可能な社会の実現を目指す。 

 また、再生可能エネルギーの活用を脱炭素の目標達成に向けた重要なテーマに位置付け、2021 年 11 月

には国内拠点で電力の再エネへの転換を完了、2023 年 12 月に海外を含むグループ全拠点 2F

3での転換を

完了した。今後も再エネ 100％の維持に加え、社会全体の再生可能エネルギー導入拡大にも貢献していく

考えであり、電力小売事業者をはじめとする関係者との連携を通じ、新たな再生可能エネルギー電源の創出

や追加性のある取り組みについても積極的に検討・推進していく。 

 
3 一部販売拠点などの電力量が特定できない賃借物件、および CGS 発電など燃料による自家発電分を除く 

脱炭素 

【2030 年目標】 

・スコープ 1、2 排出量ゼロ*3 

・スコープ 1、2、3 総排出量 55%削減（2017 年度比） 

【主な施策】 

・設備の電化、脱炭素燃料転換（スコープ 1 削減） 

・使用電力の再エネ化、地域・自社の発電拡大（スコープ 2 削減） 

資源循環 

【2030 年目標】 

・サステナブル資源率 50% 

【主な施策】 

・主要材料（プラスチック・金属）のサステナブル資源化 

共通 

【主な施策】 

・商品小型・軽量化、消耗品・交換部品の削減 

・商品省エネ化 

・戻入品再販売、使用済み製品再整備、リフィル 

・長期使用ビジネスモデル化 

・サプライヤーエンゲージメント（再エネ・再生材） 

・生産ロス極小化、温暖化物質削減 
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エプソングループ全拠点の使用電力 100%再エネ化までのステップ 

 

[出所：セイコーエプソン ウェブサイト] 

(2) 規準 

 対象プロジェクトは、本オピニオン 1 ページの表に記載された対象プロジェクトに適合するものが選定される。

本フレームワークで設定された規準は、セイコーエプソンのマテリアリティと強く結びついたものである。 

 なお、調達資金は以下に関連するプロジェクトには充当しない。 

 所在国の法令等を遵守していない不公正な取引、贈収賄、汚職、恐喝、横領等 

 人権、環境等の社会問題の原因となり得る取引 

 

(3) 評価・選定の判断を行う際のプロセス 

 調達資金の使途となるプロジェクトは、適格クライテリアに沿って、財務経理部が選定し、社内関係部門と協

議を行い、経営戦略会議にて審議される。最終決定は最高財務責任者が行う。 

 

(4) 環境・社会リスクの特定・緩和・管理に関するプロセス 

 適格プロジェクトは、ネガティブな環境面・社会面の影響に配慮している。セイコーエプソンは、環境汚染防止

に関するグループ統一基準を定め、環境リスクマネジメントの考え方や法令遵守を徹底している。各推進組

織では ISO14001 を活用し、基準値の逸脱、環境に関する苦情や事故につながるリスクを洗い出し、評価す

る。その結果に基づき対策を講じ、継続的なリスク低減に努めている。 
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4. 調達資金の管理 

調達資金をグリーンプロジェクトに充当するための追跡管理の方法、未充当資金の運用方法が示されている。

調達資金の管理は適切である。 

 本フレームワークに基づく調達資金は、調達から 24 カ月以内に充当する予定。調達資金と対象プロジェクト

の紐付け、調達資金の充当状況の管理は、セイコーエプソンの財務経理部が四半期毎に社内システムを用

いて追跡・管理する。なお、調達資金が充当されるまでの間は、現金又は現金同等物にて管理する。 

 

5. レポーティング 

開示（報告）のタイミング、方法、開示（報告）事項が示されている。環境改善効果に係る指標は環境面での目

標に整合している。レポーティングは適切である。 

(1) 開示の概要 

 レポーティングの概要は以下の通り。 

 開示事項 開示タイミング 開示方法 

資
金
充
当
状
況 

 

適格クライテリア毎の充当金額 

未充当金額および運用方法 

調達資金のうちリファイナンスに充当さ 

れた部分の該当額（又は割合） 

 

調達資金の全額が対

象プロジェクトに充当さ

れるまでの期間、年次 
 

 

・セイコーエプソンのウェブ

サイトにて年次で開示 

 

・ローンの場合は、開示の

相手先を貸し手に限定す

る場合がある 環
境
改
善
効
果 

 

次項「(2)環境改善効果に係る指標」に 

記載 

 

 初回の開示は、グリーンファイナンスによる資金の調達から 1 年以内に行う予定。なお、調達資金の充当計

画に大きな変更が生じた場合や、調達資金の充当後に計画に大きな影響を及ぼす状況の変化が生じた場

合は、適時に開示する予定である。 
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(2) 環境改善効果に係る指標 

 グリーンプロジェクトによる環境改善効果として、以下の指標を実務上可能な範囲において開示する。環境改

善効果に係る指標は環境面での目標に整合する。 

事業区分 適格クライテリア レポーティング項目 

環境適応製品、環境に

配慮した生産技術及びプ

ロセス及び／又は認証を

受けた高環境効率製品 

インクジェット関連製品 

 

 

製造された完成品（部品の場合は取り付けられた完

成品）の環境性能（代表製品ベース） 

 削減貢献量（t-CO2e）  

 アナログ捺染プリント比の水使用量削減率（%）  

再生可能エネルギー 再生可能エネルギー  再生可能エネルギー比率（%） 

 

        以 上
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